
別紙２ 建替手順及び入居者移転計画（案） 

 

建替手順 

○各事業用地において、既存建物及び構造物の除却を行い、建替住宅等を整備する。 

○事業用地①及び事業用地③については、用地内に埋設された隣地へ接続する水道管の移設切

替を解体又は建設工事において実施する。 

○事業用地③については、用地内に確保している西側隣接住宅の生活通路を解体及び建設工事

期間中において、継続して確保する必要があり、解体工事にあたっては下図に示す手順案を

参考に実施する。 
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ステップ１：４号館及び５号館の解体を先行して行い、その間は既存の生活通

路を存置する。 

ステップ２：４号館及び５号館の解体工事完了後、用地北側に敷地内通路を整

備し、生活通路の振替を行う。 

ステップ３：Ｓ１号館及びＳ２号館の解体を行う。 

ステップ４：建替住宅等整備用地と余剰地に分割する境界を定める。 

ステップ５：南西部に生活通路を確保する。 

 

 

入居者移転計画 

○移転対象住宅（14～23 号館、28号館）からの移転は、建替住宅完成後に移転を開始する。 

 


